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『理学療法 福井』 

山内整形外科  本多祐介 

 

『理学療法 福井 第 18 巻』が，昨年 11 月 15 日に発刊されました．第 18 回福井県理学療法学術大

会長であった増井先生の巻頭言から始まり，大阪保健医療大学大学院保険医療学研究科の石倉先生によ

る特別寄稿，福井県理学療法士会の先生方による 33 論文（研究論文 18 題，実践報告 2 題，症例検討

13 題）が，詰まった一冊になっております．皆様の手元に届いてから読んで頂けたでしょうか？ 

  

学術誌が完成までの道のりをご紹介したいと思います．まずは，福井県理学療法学術大会や他学会で

発表した先生方に，論文を投稿して頂きます．投稿された論文は，査読して頂く先生へ送られ，査読し

て頂いた論文は投稿者に修正等を行って頂きます．修正を行って頂いた原稿を更に学術誌部の部員によ

り，投稿・執筆規定に沿っているか，査読者による指摘はなおされているかなどの確認作業を行い，投

稿者へ再度送られ修正，最終確認をして頂きます．完成した原稿は，理事会にて採択され入稿準備とな

ります．印刷・製本は，創文堂印刷株式会社に依頼しています．原稿を入稿し担当の方と打ち合わせを

重ね編集作業を進めていきます．編集に関わって下さる先生方の力，部員の力を合わせて約半年間の編

集期間を経て印刷，製本となり，皆様の手元に届けられます． 

  

『理学療法 福井』は，投稿者はもちろんの事，査読者や学術誌部員等，多くの先生方の力の結集であ

ります．その中には，厳しいご意見や上手くいかない事もあるかとは思います．それも全て『理学療法 福

井』をより良いものにする為だけではなく，福井県理学療法士会のスキルアップの為とまで考えて下さ

っているからこそだと私は感じます． 

長い道のりを経て多くの力が結集した『理学療法 福井』を読まないわけにはいかないでしょう！是非，

読んでください．きっと皆様の仕事への活力になるはずです． 

  

『理学療法 福井 第 19 巻』に向けて活動はすでに始まっています．第 19 巻から査読方法が変わり

ます．理事会にて先生方の御理解があったからこそ実現いたしました． 

福井県理学療法士会の『力の結集』が常に向上していくよう局長，理事を始め部員一同，精一杯活動

していきます． 

 今後とも，『理学療法 福井』をよろしくお願い致します． 

発行人：福井県理学療法士会 

〒910  福井市西方 1-2-11 

-0855  嶋田病院 

会 長：堀 秀昭 

ニュース編集部：大谷 尚史 

会員数：759 名 

施設数：130 施設 

（平成 26 年 6 月 25 日現在） 
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福井循環器病院 専門理学療法士（内部障害系）  西潟 美砂氏  

Profile  

 ̍ 経験年数：19 年目 

 ̍ 出身校：金沢大学医療技術短期大学，明星大学大学院教育学研究科教育学専攻通信課程 

 ̍ その他の資格：3 学会合同呼吸療法認定士，心臓リハビリテーション指導士，介護支援専門員 

Questions  

Q1：この資格を取得しようと思った理由を教えて下さい． 

A1：自己研鑽のため，（前職場において）スタッフを指導する立場となり，自分の力量を客観的に示

すものが必要であったため． 

 

Q2：この資格に関わる魅力を教えて下さい． 

A2：経験年数ではなく，現在の自分の理学療法士の力量を第3者に評価してもらうことで，具体的に何

をすべきか課題をみつけられること． 

 

Q3：この資格を取得して良かったと思うことを教えて下さい． 

A3：日々の診療において，悩むことが多いですが，質の高いものを提供できるよう努力する必要があ

り，いい意味でのプレッシャーがあります． 

 

Q4：この資格を取得するためにどのような勉強をしましたか？大変だった事などを教えて下さい． 

A4：暫定期間中の申請から更新を経ています．（現在の申請方法と異なるかも知れません）申請では，

学会発表など，学術面の実績を提示しました．更新するにあたり，学会や研修の参加が必要です

が，子供がまだ小さく，時間，金銭面で制約があり，行きたい研修や学会に思うように行けない

状態です．そのため，日々の診療での，疑問や課題をみつけ，自分なりにデータをまとめ，文書

にして，他の理学療法士の方から意見を頂く作業を地道に続けることが今の自分には必要と考え

ています． 

 

Q5：今後のセラピスト活動に対する計画や目標，希望などを教えて下さい． 

A5：目標は，社会，患者さんのニーズにしっかり答え，必要とされ続ける理学療法士，子供が誇りを

持てる仕事をすることです．身体機能だけでなく，様々な視点からの介入が必要であり，チーム

医療の大切さを痛感しています．内部障害，老年症候群の理学療法効果について，他職種の方と

共同研究を行い，検討していきたいです． 

 

記事「プロフェッショナル」では，専門・認定理学療法士や他認定資格等を取得された先生方を 

紹介させて頂きたいと考えております．すでに取得や新たに取得しましたという先生方は，是非 

ニュース編集部に報告して頂けると幸いです．   rehabili@kenkoukai.or.jp  担当）大谷 

mailto:rehabili@kenkoukai.or.jp


一般社団法人 福井県理学療法士会ニュース       No.164   2015.2.7 発行 
 

福井県理学療法士会 ニュース編集部 

 

3 

 

 

二州ブロック研修会に参加して 

市立敦賀病院リハビリテーション室  大角拓也  

 

 

11 月 27 日，若狭医療福祉専門学校で開かれた二州ブロック研修会に参加させていただ

きました．「おばさん理学療法士のひとり言」というテーマで，市立敦賀病院の高井悦子先

生の講義でした．高井先生には日頃より同じ職場で働く中で，たくさんのことを教えてい

ただき，多くのことを吸収させていただいています．また自分の目標とする先生でもあり

ますが，今回のテーマからはどのようなお話をしていただけるのか参加させていただくま

で想像もつきませんでした． 

 

今回は，大きく 3 つ「患者さんと接する時大切にしていること」・「在宅介護経験から思

うこと」・「実際の理学療法で思うこと」についてお話をしていただきました． 

その中で，就職して 9 ヶ月の私には「患者さんと接する時大切にしていること」のお話

は深く考えさせられる部分が多々ありました．特に響いたことは，自分が提供しているリ

ハビリに満足しているだけで，患者さんからの欲求は聞けているのかということです．実

際，自分のリハビリに満足したことはありませんが，患者さんの「話し・欲求・訴え」を

しっかり聞けている自信は今の私にないというのが正直なところです．しかし高井先生の

お話から患者さんと関わるにあたって「認められたい承認欲求」を抱いていること，また

「信頼ではなく信用してもらうこと」が大切だということに気が付かされました．その他

にも，医療人の 10 箇条などを用いて分かりやすくお話ししてくださいました．そして，高

井先生が研修最後に発したプロフェッショナルとは『難しいことを簡単に説明できること』

という私のこらからの理学療法士人生の一番の課題になる言葉と感じ，そういうプロフェ

ッショナルな理学療法士になりたいと思えることが出来た研修会でした． 

 

今回，学んだこと多くのことを今後のリ

ハビリ業務に生かしていき，日々精進して

いきたいと思います．また，研修を通して

再度理学療法士としての在り方，自分を見

つめなおすことができ，明日からの業務も

リハビリスタッフをはじめ他職の方と患者

様の為により良い医療を提供できるように

努めていきたいと思います． 
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福井県内部障害リハビリテーション研究会主催講習会に参加して 

公立丹南病院  安立勝一   

11 月 29 日（土）・30 日（日）に福井県済生会病

院で「内部障害系理学療法の基礎－安全かつ効果的

なアプローチのために－」をテーマに講習会が開催

されました．内容は，バイタルサインの測定方法と

解釈に必要な基礎知識，循環器疾患，腎疾患，消化

器系の疾患，呼吸器疾患，糖尿病について各分野で

活躍されています先生方からご講話いただきまし

た．また最後には，グループ討議が行われました． 

 内部障害患者のリスク管理は，外見上健常な状態

と区別がつきにくいため，血圧・脈拍・呼吸・体温

等のバイタルサインを異常が存在するのではないかという疑いをもって観察することが大切だと

改めて再確認しました．循環器疾患では，運動療法中止基準の中に運動を中止すべき反応の項目と

して 6 項目ありましたが，それぞれの反応が出た時にどういった症状が引き起こされるのかを具体

的に講義していただいたのが印象に残っています．腎疾患では，腎機能と評価，腎臓と運動，慢性

腎臓病・急性腎臓病と理学療法について文献を交えて講

義していただき，評価や運動の知識を深めることが出来

ました．翌日から臨床で担当患者について血液検査の結

果から糸球体濾過量（GFR）を確認し，栄養管理もふく

めた今後のリハビリの方向性を主治医と話をすること

が出来ました．呼吸器疾患では，COPD，間質性肺炎に

ついての基礎知識，呼吸困難の病態生理，血液ガスの評

価・解釈，酸素療法とリスクマネジメント，理学療法評

価，運動耐用能の評価と運動療法の実際という流れで幅

広く講義していただきました．私にとって必要な知識ば

かりだと痛感致しました．その中でも画像所見や動画を拝見させていただいたことが大変勉強にな

りました．消化器系の疾患や糖尿病の講義では，病態から考えるリスクマネジメントの実際という

内容で講義していただきました．糖尿病について運動療法や注意点の所で，文献を交えながら説明

していただき大変勉強になりました．グループ討議で

は，提議された症例に対してさまざまな意見が出され

活発な討議がされていました． 

 今回，この講習会に参加して大変勉強になり非常に

良かったと感じています．各分野で講義していただい

たことを臨床で実践し日々の業務に生かしていきた

いと思います．今後も積極的に各分野での講習会や学

術大会等に参加して自己研鑽していきたいと思いま

す．最後に講義をしていただいた先生方，講習会に携

わったスタッフの方々に深く感謝致します． 
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第 2 回福井神経理学療法学術大会に参加して 

福井県立病院 リハビリテーション室  恩田めぐみ  

 

12/14（日），福井県立病院において『ニューロリハ

の基礎と臨床の融合』と題しまして，第 2 回福井神経

理学療法学術大会が開催されました．大会長である福

井県立病院の小澤純一先生の開会宣言から始まり，特

別講演や神経系に関する一般口述，教育セミナーや機

器展示があるなど盛り沢山の内容となりました．特別

講演は富山付属大学病院の石黒幸治先生が『神経リハ

ビリテーションにおけるパラダイムシフトへの挑戦』」

として，難しい脳科学を比較的分かりやすい表現やス

ライドを用いて丁寧に説明していただきました．前頭前野での，運動制御や運動学習する

上で高次な情報処理能力を有し，間接的であっても運動関連領域までも制御している可能

性があるとの話が凄く勉強になりました．更に自分が臨床場面で経験する患者さんに当て

はめながら講義を聞くことで，より興味深く講義を受けることができました．そして，  

（独）国立精神・神経医療研究センター脳病態統合イメージングセンターの上原一将先生

が『Interhemispheric interaction と随意運動制御

の関係について』として教育セミナーが行われまし

た．一側肢随意運動では対側一次運動野（以下，cM1）

によって制御し，また，動作肢と同側に位置する一

次運動野（以下，iM1 ）も同様に随意運動に関与し

ている観点から，cM1 と iM1 の活動を連結する

Interhemispheric interaction について神経生理学

あるいは脳イメージング研究の視点から説明して

いただきました．ニュージーランドに留学経験のあ

る先生から，最新のトレンドも紹介していただける

ことは，最先端の脳科学の触れた有意義な時間でした．また，一般口述では午前，午後に

分かれて延髄・脊髄疾患，脳疾患に対する症

例発表がありました．他病院の方々の症例発

表を聞くことは，自分が勤めている急性期病

院後のプロセスを聞けるよい機会となり，更

に活発な質疑応答が行われたことで，活気に

満ちた一日を過ごすことできました．今大会

を開催するにあたり，大会長である小澤純一

先生，準備委員長の北出一平先生をはじめと

し，多くの福井神経理学療法研究会の皆さま

に感謝申し上げます．今後の神経系理学療法

を皆で盛り上げていきましょう！！そして，

明日からの臨床に生かしていきましょう！！ 
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福井県運動器理学療法研究会特別講習会に参加して 

 

福井厚生病院 リハビリ課 PT  中嶋 大樹  

 

10 月 29，30 日の 2 日間，嶋田病院にて開催された運動器理学療法研究会の特別講習会に参加さ

せていただきました．今回の研修は，林典雄先生（中部学院大学リハビリテーション学部 教授），

岸田敏嗣先生（整形外科リハビリテーション学会 理事）を講師としてお招きした講習会で，滅多

にない貴重な機会であると思い参加させていただきました．講義内容は『各関節の超音波解剖に基

づいた運動療法技術について』というテーマで，上下肢の各関節に対し超音波を行った画像・動画

を元に，筋や靭帯の動き方を機能解剖学的に説明・実技練習するという内容でした．本来肉眼で観

察しにくい筋や靭帯の直接的な動きを，超音波画像で確認しながら治療をするという非常にハイレ

ベルで有意義な講習内容で，正直自分では講習内容

についていくのが精一杯でしたが，今後の臨床・治

療内容を見直す良い機会になりました． 

今回の講習会を通して運動学や解剖の知識・手技

の重要性を再確認することが出来ました．超音波を

用いることで，今まで病態解釈に苦しむ症例の組織

の動態がリアルタイムに確認できるようになり，今

後の運動器リハビリテーションの幅が広がったこ

ともおっしゃっており，より一層の努力が必要であ

ることを感じました．今後も継続して本研究会に参

加し続け，臨床場面に生かしていきたいと思います． 

 

 

                               神谷医院  山口 茜  

11 月 25 日，嶋田病院にて福井県運動器理学療法研究会の特別講演に参加させていただきました．

「運動器超音波機能解剖からみた運動療法へのヒント」という演題で，肩関節や肘関節，股関節，

膝関節と各関節の筋肉や靱帯などより深部の組織を超音波画像と併せて林典雄先生に話をしてい

ただきました． 

私は，先月から入院部門から外来部門へ異動となり，整形疾患をみる機会がより多くなりました．

しかし，勉強・経験不足で評価や治療への不安が大き

い状態でした．今回の講習会で，今まで紙面や標本で

しか見ることが出来なかった関節の動きや筋肉を超音

波でより詳しく見ることにより正しい関節運動の方法

を学ぶことが出来ました．また，その評価に対するア

プローチをわかりやすく実技もふまえて教えていただ

き，より理解を深めることができました． 今回この

講習会で学んだこと，また，さらに今後とも様々な研

修会，講習会に積極的に参加し，自信をもって臨床場

面で生かしていけるよう努力していこうと思いました． 
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 ἶ Ṳ Ẏ   

 トゥモローズリハビリテーショングループは坂井市・福井市にデイサービス，訪問看護，居宅介護支

援事業所のサービスを提供している会社です．現在，グループとして坂井市にデイサービス 1 施設，訪

問看護 1 施設，居宅介護支援事業所 1 施設，福井市にデイサービス 2 施設を展開しています． 

リハビリ職は，理学療法士 12 名，作業療法士 5 名，言語聴覚士 4 名の合計 21 名が在籍しています 

（2015 年 1 月現在）． 

ご利用者様の在宅生活をより良いものとするために，チーム全体としての関わりを大切にしています．

会社内では，カンファレンス，研修会，勉強会等も活発で，職員同士のコミュニケーションも豊かなチ

ームです．職場全体で，スタッフ間でのコミュニケーションや明るい雰囲気作りを大切にしています． 
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第 3 回福井県スポーツ医科学研究大会に参加して 

福井赤十字病院 リハビリテーション科 豊田泰美 ☆ 東出愛沙美 

 

11 月 30 日に福井商工会議所コンベンションホー

ルにて福井県スポーツ医・科学委員会，福井県体育

協会が主催で行われた福井県スポーツ医科学研究大

会に，初めて二人で参加してきました．  

本大会の目的は，福井県のスポーツドクター，ス

ポーツデンティスト，スポーツ薬剤師，スポーツ科

学者，アスレティックトレーナー（兼理学療法士），

スポーツ栄養士，スポーツ心理士，スポーツ指導者

が一堂に会して研究結果，また多職種の積極的な意

見・情報交換により研鑽を深めサポートを強化する

ことでした． 

一般演題 16 題とランチョンセミナーを挟んで指定演題 5 題あり，発表者も薬剤師を始め歯科医，ま

た体育関係の先生，もちろん理学療法士，アスレティックトレーナーなど様々な分野からでした．ラン

チョンセミナーでは，熊井司先生（奈良県立医科大学スポーツ医科学講座 教授）による講演がありま

した． 

福井県スポーツ医・科学委員会認定資格取得のための学会ということもありまして，恐る恐る踏み入

れた会場には私たち理学療法士の他に，スポーツ医科学に関係する様々な職種の人達が集い，普段の理

学療法学会では聞けないような演題があるため，どんな学会になるのだろうと WAKUWAKU  

積極的な意見が飛び交う情報交換がなされる中，私たちも考えさせられ，思わず聞き入ってしまうよ

うな内容ばかりでした． 

ランチョンセミナーではおいしいお弁当だけでも満足なのに，スポーツ分野では大変著明な熊井司先

生の貴重な講演も聞くことが出来て，本当に参加費が無料で

よいのかと疑いました．足部・足関節スポーツ障害の概念や

低侵襲治療についての話を聞くことが出来，ちまたでうわさ

の福井県出身の全日本バレーボール選手に関する個人的な話

も含めて，普段なかなか聞けない分野の話を聞くことが出来、

とても興味深かったです．そこですぐに先生の書かれている

本も買いました． 

今後も福井県スポーツ医・科学委員会認定資格取得と福井

国体にむけて様々な学会・勉強会に参加し，勉学に邁進しよ

うと二人で固い約束をした次第です． 

˝ ȷɛɶɂӣ ἶ Ẏ̝  

  ɟɅȡȩɩȿȥɁȭ̱  

ǲׄǘǭ 
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第 3 回 福井県スポーツ医科学研究大会の発表を終えて 

宮﨑整形外科医院 理学療法士 浦井龍法   

 

 2014 年 11 月 30 日（日），福井商工会議所で行われた第

3 回福井県医科学研究大会で症例発表をさせて頂きました．

第 1 回，2 回と聴講者として参加し，いつか発表をしよう

と考えていました．発表前は，発表後には達成感があるだ

ろうなと思って準備してきましたが，現在の心境としては

達成感や満足感はなく，もっと良い治療，発表ができたの

ではないという反省点ばかりです． 

会場には理学療法士だけではなく，国体に携わる様々な

職種の方が参加していました．このような場で多職種から

意見をもらえる機会はなかなかないですし，何より「理学

療法」を認知してもらえる良い機会だと思います．また，我々理学療法士が他の分野を理解しようとす

る姿勢も大切だと思いますし，それぞれが自分達の役割をしっかり果たすことで医科学部門としてのサ

ポート力も向上していくのだと思います． 

平成 30 年まであと 4 年，国体に向けそれぞれの分野で準備しているわけですが，今自分にできるこ

とは病院に戻り患者さん，選手がより良い状態で現場に戻れるようにサポートすること，これしかない

と感じました．選手が国体に向けて競技力を向上しようと頑張っているように，私も知識を深め良い状

態で 4 年後に向け準備したいと思います． 
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国体強化選手のメディカルチェック見学を終えて 

松田病院 川崎文裕  

私は昨年，福井県スポーツ医・科学委員会指定

研修会へ参加し，11 月に修了証を取得しました．

参加のきっかけは，士会より送られてきた広報で

した．ò生涯に一度きりの地元国体！ó元々，限定

物などが好きな私は，そんなキーワードに惹かれ，

すぐに申し込んだように思います（笑）． 

昨年春に，指定研修会（今年は 2/28，3/1 開催）

を受講し，秋頃より国体強化指定選手のメディカ

ルチェック見学へ参加させてもらいました．今ま

で，PT 業務の中でアスリートの方と接する機会

が少なかった私としては，指定研修会受講後には，

正直不安も若干ありました．ですが，いざメディ

カルチェックへ参加させて頂くと，キッチリと 

評価項目やセルフ指導項目が体系（マニュアル）

化されており，非常に理解しやすくなっていま

した． 

更に実際の評価・指導方法を山崎孝先生や東

伸英先生をはじめ，アスリハ経験の豊富な先輩

方から，ほぼマンツーマンで懇切丁寧に御指導

頂き，当初抱いていた不安は，すぐに解消され

ました． 

又，このサポート事業への参加を通じて，国

体開催へのモチベーションが高いò熱い仲間óと

交流を持つことが出来，それも魅力の一つかと

思います． 

 今年度のメディカルチェックへの参加は，修

了条件である（半日）4 日間の見学という形で

の参加でしたが，来年度からは，少しでも国体

の地元開催に貢献出来るよう，県認定 AT として積極的に活動していきたいと思っています． 

＜指定研修申込方法・問い合わせ先＞ 

指定研修会に申込を希望される方は「福井県スポーツ医・科学委員会認定資格」申込書を送りま

すので，ご連絡ください． 

   

福井県理学療法士会 ふくい国体準備委員会 

山崎 孝  福井総合クリニック 

TEL ：0776-21-1300 

e-mail ：fgh-pt.mail_host01@f -reha.jp  

東 伸英  福井医療短期大学 

TEL ：0776-59-2200 

e-mail ：n-azuma.reha -pt@kir.biglobe.ne.jp  
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Q1：日本理学療法士協会（以下，協会）役員選挙とはどのような方を選ぶ選挙なのでしょうか？ 

A1：ご存知の方も多いと思いますが，ものすごくわかりやすく協会の選挙制度をお話します． 

  協会で行われ，会員が参加する選挙には代議員選挙と役員選挙があります．代議員とは，各県  

の会員数により定数が決まり，各県を代表する会員です．正会員ならば誰もが立候補できます

し，投票できます．現在，協会の重要事項を決定する総会で議決権を持つのは代議員です．国

に例えるならば，各県選挙区の国会議員と思ってもらって良いでしょう． 

では役員選挙というと，これは国で例えるならば国務大臣，いわゆる閣僚にあたると思います．

選出の仕組みは違って，協会の役員選挙は，代議員選挙と同様正会員ならば立候補ができます

し，会員によって選ばれます．役員の内訳は理事と監事で，県士会の役員のようにそれぞれの

ポストがあります． 

 

Q2：今回の役員選挙はどのように実施されますか？ 

A2：すでにメールやホームページで広報していますが，立候補の受け付けは 1 月 13 日より 1 月 

19 日，投票は 2 月 9 日から 2 月 22 日までです．開票は 22 日の投票締切後すみやかに行われ

告示されます． 

  立候補も投票もすべてウェブ上で行います．立候補者の公示は会員に向けて行われます．その

他必要な事項は協会ホームページで閲覧できますので，そちらをご覧下さい． 

 

Q3：投票に参加する意義，責任についてどのようにお考えですか？ 

A3：基本的には一般の国政選挙，地方選挙，身近では町内会選挙等に対する考え方と同様と思い 

ます．違う点は協会の選挙は協会員であることにより発生する権利ということです．自らの意

思で会費を払い会員となっているならば，協会に対して意見を述べたり，見守ったりする権利

も義務もあります．それを具体的に行う手段が代議員，または役員です． 

 

Q4：最後に福井県士会の PT に向けて投票参加への呼びかけをお願いします． 

A4：ここまで読んでいただいた方はきっと投票していただけると思います．投票に参加しましょ 

う．福井県士会の選挙は今年はありませんが，協会も県士会も誰がどんな主張をして，何をし

ているのかを見定めることは，私たちの働く環境を良くすることに他なりません． 

 

特派員が行く 
 日本理学療法士協会役員選挙編 

日本理学療法士協会選挙管理運営委員 

矢部信明 
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第 3回福井県運動器理学療法学術集会のご案内 

日時：2015年 2月 15日（日） 

9:00  受付開始 

9:20  開会の辞 

9:30  一般演題Ⅰ 

10:50  一般演題Ⅱ 

13:00  総会 

13:10  一般演題Ⅲ 

    14:20  特別講演 

『TKA 術前・術後と理学療法 

       （エビデンスと臨床データ）』 

          金沢医科大 中木哲也先生 

会場：医療法人 健康会 嶋田病院 7F いちごホール 

抄録は福井県運動器理学療法研究会ホームページよりダウンロードして下さい 

主催：福井県運動器理学療法研究会 

後援：一般社団法人 福井県理学療法士会 
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福井 PNF 定期勉強会のお知らせ 
 

 

PNF に関心のある方の参加をお待ちします． 

 

日時：平成 27年 3月 8日(日) 10:00～16:00 受付開始 9：30～ 

会場：福井赤十字病院リハビリテーション科 

 

 

内容： PNF マット動作アプローチ～腰痛患者に対して～ 

講師： 山田 晃子 理学療法士  さざなみ整形外科 

 

内容： 歩行に必要な筋機能を高める PNF  

講師： 久保田 雅史 理学療法士  福井大学附属病院 

 

 

 

参加費：福井 PNF 勉強会会員無料（年会費未納の方はお願いします）  

非会員 2000円 

 

申込方法：下記の申し込み先へメールにて必要事項を記載の上，お申し込みください． 

          会員は，登録事項に変更がなければお名前のみでけっこうです． 

【記載事項】氏名・ふりがな・勤務先・職種・連絡先（PC用アドレス） 

矢部信明（福井赤十字病院） yabe@jpnfa.jp 

 

申込期間：平成 27年 3月 3日まで 

 

＊実技のできる服装で参加してください．昼食は持参されても，会場のレストラン， 

コンビニ，売店も利用可能です． 

 

問合先：福井赤十字病院リハ科 矢部 0776-36-3630（内線 4041） 
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賛助会員 

ミナト医科学株式会社 金沢営業所 

石川県金沢市金市町二 18 番１ 

酒井医療（株）中部支店 名古屋営業所 

金沢オフィス 石川県金沢市弥生 2-6-16 

ツールケア 

福井県福井市加茂河原 2 丁目 13-32-2B 

ハシノメディカル 

小浜市千種 1－10－18 

福井医療株式会社 

福井市問屋町 4 丁目 901 番地 

有限会社 奥義肢製作所 

福井県福井市二の宮 2 丁目 

順不同 

 

【編集後記】 

寒さが厳しく，布団に入っても寝ても寝足りない日々が続いています． 

快眠方法，快眠グッズなどありましたら情報提供お願いします． 

                                         （西端） 


